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矢 田 裕 士

一二一本稿ではゲルマン武人の理想を描いた古英語英雄叙事詩Beowulf及

びThe．2Elattie of Maldo nの二篇を取りあげ，両三の中で使われている同

義語han4〃mun4 folmの3語に焦点をあて，それぞれの意味領域の異同を'

文脈を頼りに論じてみたい。

〔1〕周知の如く両詩とも古英詩特有のstyleとversificationを示す作者

不詳の'alliterative poetryで，制作年代もおおよその年代しか確i記してい

ない。．Be・wuifは紀元725年頃の作とされ，湖沼に棲む怪物グレンデルとそ

の母なる妖女及び二二と英雄ベオウルフとの壮絶な死闘が人間の運命の悲

哀を混えて，デンマーク王朝を舞台に繰り広げられるゲルマン民族の一大

英雄叙事詩である。またThe Battle of．MaldOnはA nglO-Saxon Chro nicle

MS． Aの933の項に記述されているように紀元991年に起らた史実Maldon

の戦いの場面を，後にその戦いを直接体験した者か，戦いを傍観した者，

あるいは間接的に戦いの模様を聞き及んだ者が，敗ればしたがAnglo-

Saxon族の英雄Byrhtnothとその勇猛にして忠義心ある部下たちが，いか

に祖甲と主君のために侵略者Vikingsを相手に雄々しく死を賭して闘った

かを極めて写実的に描いた作品であるとされている。

 両詩とも死闘をテーマの下敷としているので，当然のことながら槍，刀

剣，楯など武器を表わす語が頻出する。それら古来からの武器を使用する

場面の中にあって，素手の人間が持つ最大の武器「手」が随所にクロー

ズ・アップされているように思われる。もちろん物を掴んだり，握ったり

する本来の「手」の肉体的機能に関する記述も数多くあるが，両詩の重要
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な場面で使用されている「手」には肉体的機能としての「手」の他，なに

かシンボル化された「手」や比喩的な「手」の意義が感じられる。

〔II〕 古英語における「手」の同義語

 古英語における「手」の同義語としてはhand mun4 folmの3語があ

る。両詩の現代英語訳書を各種参照してみると，この同義語3語に対する

訳語は，それぞれの語義を区別し七つけられていないことがわかる。．大半

の翻訳書の訳語としては，いずれの古英語に対してもhandがあてられて

おり，時折palm， fist， arm， limbなどの訳語が与えられているが一貫性は

見られない。古英語にもpalm， fist， arm， limbなどの現代英語に対応する

語彙としてはそれぞれbrad han4か∫ちlimが存在した。しかし古英語の

han4 mun4 folmに対応する現代英語は判然としない。現代英語ではhand，

palm， arm， limbなどの語は比喩的意味においては一部意味領域が重なる

部分もあるが，身体の部位名称としては明確に区分されている。果して古

英語ではhand〃mun4 folmという「手」の日義語が身体部位としてそれぞ

れ区別して使用されているのか，また比喩的な意味としてはどのようなも

のがあるかを両詩から具体例を挙げながら考察してみたい。頭韻と同義語

使用とゐ問題については本稿では詳述できなかったが「結論」で私見を述

べることにする。

〔皿〕 hand考察

 先に戦いの場面では「手」の存在が浮彫されるが如く描かれているとこ

ろが多いと述べたが，その例を示す。

O het pa hyssa hweene hors forleetan，

  feor afysan and for6 gangan，

  hicgan to handum and t（o） hige godum．

                      （ Maldo n 2-4）

  （Then he commanded each of the warriers to leave his horse， to'
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drive it away and to go forth， to think of his hands and of good

courage．）（i）

 Maldonの冒頭部分の詩行である。 Vikingsの侵略を迎え打つAnglo-

Saxon軍の雄将Byrhtnothが部下に馬から降りて，（2）各々の「手」と「勇

気」で戦いに臨むよう激を飛ばしている場面である。‘hicgan to han dum'の

部分に使われているhandは広義には武器を携えて握る「手」と解釈され

るが，その武器は明示されていない。この場合のhandとは武器を巧みに

使いこなす人の「手」，すなわちskillsとしての「手」のことである。そ

してこのhandは現代英語の身体部位（指先から手首までの部分）を表わ

す「手」ではなく指先から肩に至るまでの「手」とそこから生ずる腕力，

筋力そして体力，知力，勇気のすべてを含む一人の雄々しき武士の全体像

がこのhandには集約されていると考えるべきであろう。

＠ Frod wees se fyrdrinc， he iet his francan wadan

  purh Oees hysses hals； hand wisode

  paec he on pam feerscea6an ．feorh gera2hte，

                 （Maldon 140-142）

  （The warrior was skillful： he let his lance go through the man's

  neck． His， hand'guided it， so that he reached the life of his sudden

  enemy．）

 デーソ人の若武者が放った槍に傷ついた将Byrhtnothは名立たる豪の者

である。彼は傷つきながらもこの若武者めがけて槍を投げつける。その槍

はこの敵の首を射抜くほど致命的なものであった。ここではhandwisodeと

いうくだりが，敵を死に至らしむ直接の原因となった槍の記述部分よりも

はるかに重々しい響きを伴ってくる。強き武士のシンボルとしての「手」

と解せる。

＠  Nu sceall billes ecg，
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hand ond heard sweord ymb hord wigan．

                             （Beo wulf 2508b-2509）

（Now． shall the sword's edge， the hand and hard blade， fight for the

hoard．） （D）（3'

  ここではhandが‘billes ecg heard sweo rd'などの武器と並置され一つの武

力として描かれている．。‘hand・and・heard・sweo・rd'の部分は‘hand with．a・hard

blade'と解することもできるが，いずれにしても加π4が武器と並んで武

力として用いられている用例である。（⑭参照）

＠' ． Him peet gife'6e ne wa｝s，
   Peet him irenna ecge mihton

   helpan eet hilde； wEes sio hand to strong，

   se 6e meca gehWane min6 gefrEf）ge

   swenge ofersohtg， ponne he to seecce beer

   weepen wund（r）um heard； nE£s him wihte 6e sel．

                             CBeowulf 2682b-2687）

（That hand was too strong， as 1 have heard， that broke in its swing

every ．weapon， wQFind-hardened swordS that he carried to battle； he

waS no better off for al' P his strength） （C）

  この一節では英雄ベオウルフのhandが大きくクローズアップされてい

いる。稀代の怪力の持ち主ベオウルフの手の力（武力）が強すぎて手にし

た剣が砕け散る。ベオウルフの武器としてのhandがいかに強かったかは

次のくだりでも明らかセある。

＠ Pa Pa2t onfunde se pe fela a）ror

   modes myr6e ・ ． manna cynne，

   fyrene gefremede 一he （wees） fag wi6 God-

   PEet him se lichoma IEestan nolde，
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ac hine es modega meeg Hygelaces

heefde be honda wees gehweeper 06rum．

iifigende la6， （Beowulf 809-815a）

（Then he who before had brought trouble of heart to mankind，

committed many crimes-he was at war with God-found that his

body would do him no good for the great-hearted kinsmam of

Hygelac had him by the hana） （D）

  グレンデルを捕えたべオ．ウルフの「手」は怪物の筋肉をひきちぎり骨を

砕く程強力なものであった。‘him on eaxle wear6 syndolh sweot・1， se・nowe

onsprungon， burstop banlocan' （Beowulf 816b-818a） （a huge wound in his

shoulder was exposed， his sinews'sprang apart， his bone-locks broke）

（D）． '

＠ Peet wees tacen sweotol
   syp6an hildedeor hond' alegde，

   earm ond eascle  -peer wees e耳l geador

   Grendeles grape一 ． under geapne hr（of）．

                           （ Beo wulf 833b-836）

   （That was clearly proved when the battle-brave' man set the hand

   up under the curved roof-the arm and the shoulder； there all

   ．together was Grendel's grasp．） （D）

 古英語のhandが人間以外の動物（グレンデルは湖沼に棲む半人半獣の

怪物。擬人化され℃いる場面も多い）（4）にも用いられている例である。後

述するようにグレンデル及びその母親の「手」を表わす場合にはfolmも

用いられている。（5）

 夜な夜なフロスガール王の館ヘオロート．に出没し，王の家来たちを殺帰

して'いたグレンデルをhandで退治したべオウルフがその証として館の屋

根上に据え置いたものが怪物の「首」（6）．ではなぐhandであることはこの

詩においては象徴的である。また‘hond…earm ond eaxle吻一Grendeles
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grape・の表現形式にも注目したい。先ずグレンデルの命を奪ったジソボル

としてのhondが示され，次に具体的に‘earm ondθα漉と言い換え更に

‘Grendeles graPeと言い換えている。同一内容の語句を重複させたり，・

次々と異なった語句で換言していくこの修辞技法は古英詩特有の常套的表

現形式であるvariati・n〈変叙法）（7）がヒこでも用いられていると考えられ

る。従ってこの場合のhondの意義にはグレンデルの．arm and shoulderを

含めた全体の「手」のイメージが浮んでくる。

 Beowulf全篇を通してグレンデルや妖女の全容は明らかにされていな

い。詩人がもし怪物の正体を具体的に描写したとすると，その恐しさは半

減したことであろう。得体の知れないもの，未知のものこそ人聞の恐怖心

をそそるものなのである。この観点からhondが非常に効果的に怪物のシ

ンボルとして描かれていると言えよう。（8）

（D Peer unc hwile wees hand gemeene；

  holm heolfre weoll， ond ic heafde becearf

  in 6am （gu6）sele Grendeles modor

  eacnum ecgum； （Beowulf2137-2140a）

  （Down there， for long， we fought hand to hand； the mere seethed in

  blood， and 1 cut off the head of Grendel's mother in that deep

  （war） hall with her own great' edge．） （C）

 ベオウルフは先にグレンデルと闘った時‘ic hine sweorde swebban nelle'

〔Beowulf 679〕（I w三ll not kill him by sw6rd）と豪語したようにまたもや

湖底に棲む女怪を求めて素手の闘いを演ずるb剣を使って女怪のとどめを

刺すが．この闘いにおいて主なる武器は両者の巨大な「手」である。ここ

では「手」をどのように使って闘ったかは不明であるが後述するように握

力・筋力を特に強調する時にはmundを使うごとが多い。（9）

（8） Ne hedde he pbes heafolan， ac sio hand gebarn

  modiges mannes， ' Peer he his meeges healp，
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peet he pone ni6geest nio60r hwene sloh，

secg on searwum， peet 6eet sweord gedeaf

fah ond feeted， Peet 6eet fyr ongon

sweerian sy66an （Beowulf2697-2702a）

（He did not mind the head； the brave man's hand was burned to a

crisp when he helped his kinsman'a warrior． in armor， Wiglaf

struck that strange opponent a little lower down， so that the sword

plunged in， bright with ornaments， and afterwards the fire began to

die out） （C）

 headdeとは火龍のheadのことである。熱く烈しい炎を吐く火龍がベオ

ウルフの首をするどい牙で噛みつき瀕死の状態に陥らせる。そこでベオウ

ルフの忠実で勇敢な部下ウィグラーフが主君を救い出そうとする際に

handを焼かれてしまう。身体の他の部分でなく力，技，勇気を具現できる

handがやられてしまうことに重要な意味がある。真の勇者は武士のシンボ

ルたる強き「手」を焼かれても猛り狂う火罪の脇腹に剣を刺して主君の仇

を討ったのである。武力としての「手」，武士のシンボルとしての「手」の

用例を挙げるのはこれくらいにして次に加π4がより描象的，比喩的に用

いられている用例を示す。

 ＠ nu seo hand lige6，
   se pe eoW welhwylcra wilna dohte．

                   （ Beo wulf 1 343b-134zl）

   （Now the hand lies lifeless that was，stong in support of．all your

   desires） （D）

 フロスガール王がグレンデルの餌食となった部下エスクベレの死を悼み

嘆く場面である。杯中の‘seo hand'とはエスクヘレを指している。 hand DK

人の意で使われている例である。・（10）これも古代ゲルマン武士がいかに

「手」を身体の重要な部位としてみなしていたかの証左となろう。このよ
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うな用法はmundにもfolm・にもみあたらない。

＠ ' hond gemunde
   feeh60 genoge， feorhsweng ne ofteah．

                          （ Beo wulf 2488b-2489）

   （his handremembered feuds enough， did not withstand the lifeblow）

   （D）

 ベオウルフが自らの過去を語る場面である。‘hond gemunde jleh60 genoge'

とは「手が多くのうらみを想、い出す」の意であるから，ここで使われてい

るhandは人の・「心」であり．「頭」であり．「人」そのものの比喩的使用と

考えてよい。handに「心」 「記憶力」の含意を与える用例はmundにも

folmにもないQ．

＠ biter wees se beadurees； beornas feollon
                          -

   on gehwaD6ere han4 hyssas lagon．

                          CMaldon 111-112）

   （bittgr was the rush ofbattle， warriorS fell on each hand； young men

   lay low）

 Anglo-Saxon軍がVikingsを相手に戦闘を始めた場面である。訳文の

on either handはon either sideの意である。‘on gehwee6ere hond'の句は

Bosworth-TollerのAn Anglo-Sax6n Dictionaryのhandの項にも次の

用例が挙げられていることから慣用句として用いられていたと考えられる。

“Pee wees micel wee1 geslEegen on gehwee6re hohd' （there was great slaughter

made on either side） Chr． 871； Erl． 74， 12； Byrht． Th． 135． 2；

＠ gif he gesecean dear
   wig ofer weepen， ond sip6an witig God

   on swa hweepere hond halig Dryhten
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meer6Q deme， swa hirn gemet p ince．

                （ Beo wulf 684b 一687）

（if he dare seek war without weaPon-and then may wise God，

'Holy Lord， assign glory on whichever hand seems good to Him） （D）

 ベオウルフがグレンデルの襲撃を待ちながら，これから繰りひろげられ

る死闘の結果を神に任ねて独白する場面である。ここでも上記の例と同様

いずれのs三de（側，手中に神の御加護が下るか）の意で用いられている。．

 ＠ Sy66an Beowulfe brade rice
on '

?≠獅?gehwearf； （ Beowulf 2207-2208a）

（then the broad kirigdom came into BeowulPs hand．） （D）

功成り名を遂げたべオウルフの「手中」に国が与えられるくだりである。

このhandは支配，管理，権力などの意で用いら．れている例である。．

 ＠ Nafre ic eenegum men eer alyfde，

   sip6an ic hond ond rond hebban mihte，

   6rypeern' Dena ' buton pe nu 6a．

                   （Beowulf 655-657） '

   （Nevcr before， since 1 could raise hand and shield， ．have 1 entrusted

   to any man the great hall of the Danes， except to you．） （D）

 ①～⑬で取りあげたhandの用法とはいささか異なるが，‘h・nd ond r・nd

hebban mihte'の部分に言外の意味が表わされていて興味深い。‘hand ond

rond'は文法的にはhand b9主でrondが従の関係にあるとも解せるので，

訳文としては1・could・lift・shield・arm（又e＊ a hand with a shield）も可能では

あるが，いずれにしても文脈上handを挙げることが権力（power， control）

の象徴と，しての意を表わしていることになろう。handにpower， control，

authorityなどの概念を持たせる比喩的用法は「手権」（夫が妻に，親が子

に対して持つような権力）の意のラテン語man・us「手」に共通している。
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〔w〕 mund考察

 mundはKlaeberのglossafyでは詩語の指定を受け語義としてはhand

のみが与えられている。またBos面orth-TollerのAn Anglo一・Saxon Dictio-

n・・yのmund．の項には1・ah・nd lI・h・nd（・・amea・u・e）III・（・）P・・tecti・n

（．cf． to be in a person's hands， and v． hand） （b） in a technical sense，

guardianship （c） in a personal sense， a protector， guardian （cf， mund-bora，

mundbyrdness II） Add一（d） as ；epresenting c．ontrol， grasP ＆ C．．N． as a

techn' 奄モ≠?term in the laws （a） pretection， guardiapship extended by the

king'to the subject， the kingls p，eace by the head of a family to the

．members（b）the fine paid for violation of〃mundなどの語義が与えられて

いる。

 （表1）〔p．184〕に示したようにThe Battle of Maldonにをまmundの用例

は一つもないdBeowulfにぽ5例あるが以下に列挙するよ5に・いずれも

干た述べたhandの語義の幅の広さに比較すると非常に労い意味領域で使

われていることが判明する。．Beo zvulfの現代語訳め多くは単にmundの訳

語としてhandを与えているものが多いが，用例のいずれもが手の握力，

腕力あるいは握力を連想させる文脈で使用されていることに気づく。

  ＠ Gewat him pa to waro6e ． wicge ridan

，' @pegn Hro6gares， prymmum cwehte i'

    mEegnwudu mundun， mepelwordum frEegn：

                    （ Beowulf 234-2 3，6）

    （He rode his horse ・straight down to the shore， retainer of Hrot-

    hgar，brandished his spear， shook the strong wood， mighty in his' hand

     spoke out stiffly．） （C）

ベオウルフが船に乗って・部下と共にデネの国の海岸に到着したところ't

フロスガール王の海岸警備兵が馬上から大聖を力いっぱい両手で振りかざ

して尋問する場面である。ここでは前述したhandとは違って手の力の強

さ，すなわち握力が強調されているように思われる。handrb：手の全体を示
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すのに対しmandには手の機能の一部が暗示さ．れるのである。

＠

Peer glt eagorstream

m劣tOn mereStr記ta，

gl-idon ofer garsecg；

wintrys wylm（um）．

    pa git on sund・r60n；

earmum Pehton，

mundum brugdon，

geofon ypum weal，

（Beo wulf 512b-516a）

（There you embraced the sea-streams with your arms， measured

the sea-ways， flung forward your han4s， glided over the ocean， the．

sea boiled with waves， with winter's swell．） （D）

                画

  ベオウルフがブレカと冬の荒海で命を賭けて水泳競技した時の様子をウ

ソベルスが語る場面である。両泳者が力強く泳く様子がearmとmundと
                                                   さま

いう「手」に関する2語を使って表現さ．れている。海水をおおう様はearmum

で表現され，それを後方に押しのけ推進する場面ではmundumで表現され

ている。ここでも当然頭韻をそろえる必要性もあろうが，腕力に力点が置

かれているのでmundという語が最適なのであろうと考えられる。

⑰ waes peem heeftmece Hrunting nama；

Peet wees an foran ealdgestreona；

ecg-wees iren， atertanum fah，

ahyrded heqp osWate； naefre hit aet hilde ne swac

manna eengum para pe hit mid mundun beWand，

se 6e gryresi6as gegan dorste， ・
folc' 唐狽?р?fara； （Beowulf 1457-1463a）

（Hrunting was the name of the hilted sword； it was ohe of the oldest

of ancient treasures ； its edge was iron， decorated with poison-

stripes， hardened with'battle-sweat． Never had it failed in war any

man of those who grasped it in their hands， who dared enter on

dangerous enterprises， onto the corpmon meeting place of foes：） （D）

フロ． Xガール王の部下ウソベルスがベオウルフに貸し与えた名刀フルン
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ティングについてのくだりである。毒が塗られ血で鍛えあげられた鋼鉄製

の名刀を力強く握りしめる様子がmundで表現されている。これもやはり・

握力に重点が置かれたmundの使い：方である。

＠          For 60n sceall gar wesan

monig morgenceald mundun bewunden，

heefen on hond¢ nalles hearpan sweg

wigend weccean， （Beowulf 3021b-3024a）

（Therefore many a spear， cold in the morning， shall be grasped with

fingers． raised by hands， no sound of harp shall waken the warriors，）

（D）

 この部分にはmundとhandの両断が使われているので両語の意義の比

較には好都合である。gar（槍）を握る「手」はmundであり，それを権力

の象徴として高々と掲げる「手」はhandであることが窺われる。

   ⑲lc on of・ste gefeng
     micle mid mundum  maegenbyr6enne

     hordgestreona，   hider utεetbεer

     cyninge minum． 〔Beowulf 3090b-3093a〕

     （In haste I seized with my handS a huge burden of hoard-treasures，

     of great size， bore it out here．to my king．）（D）

'
、                        そば   頻回の状態にあるベオウルフと息絶えた火龍の側にある洞窟の中へ，勇

  者ウィグラーフが宝物を取りにでかける場面である。彼が宝の山を「手」

  で掴み取る箇所にはやはりhandやf・lmでなく〃z観4が使われている。以

  上⑮～⑲の5例ともすべて握力，腕力としての．「手」を表現したい時には

  吻襯4が用いられていることになる。

  〔V〕folm考察

   J．R． Clark HallのA Concise Anglo-Saxon Dictionaryセこよるとfolm
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には詩語の表示が与えられ，語義はpalm， handとなっている。 Bosworth-

Tollerの辞典にもthe palm of the hand， the handの語義が挙げられてい

る。

 両詩には総計10ケ所でfolmが用いちれているが，以下に用例を示した

ようにMaldonでは3例とも人間ゐ「手」に用いられ， Beo wulfでは2例

が人間の「手」に，残り5例は怪物グレンデルの「手」に用いられている。

 ＠ hu hi sceoldon standan and lpone stede healdan，

   and beed PEet hyra randa（s］ rihte heoldon

   feeste mid folman， and ne forhtedon na．

                 （Maldon 19-21）

   （how they should stand and keep their station， and bade them hold

   their shields upright firmly with their hands and be not afraid．） '

 ．Byrhtnothが軍を率いて部下を励ます場面である。文脈から明らかなよ

うに「楯」をしっかり握る「手」としてfolmが用いられている。前述し

たようにMald・nの詩中にはmundの用例が丁例もない。 Be・wulfでは⑰

⑱で見たように槍や剣を握る「手」et〃mundで表現されていた。与えられ

た資料から考える限りfolmにもmundと似て「握る手」．としての意義が

感じとられる。しかし次例でみるようにfol〃1には「握った手」の「掌」

の部位により強調点が置かれているように思われる。

⑳．Hi leton pa（ゾノ「ol〃zan feolhearde speru，

  gegrundene ． garas fleogan；

  bogan weeron bysige， bord ond onfeng，

  biter wees se beadurees， （Maldon 108-111）

  （Then they let the spears， hard as ，a file， go from their hands ； let the

  darts， ground sharp， fly； bows were busy； shield received point；

  bitter was'the rush of battle．）

このくだりも槍を握る「手」としてのfolmの用例である。しっかり
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握った「掌」から槍が投げられる場面でりげ力γ〃z伽は次のversesにも観

察される。

＠ Foflet pa drenga sum daro6 of handag．

  fleogan qffolman， paet se to for6 gewat

  purh bone ee pelan Epelredes．） ．

                      （Maldo n 149-151）

  （Then one of the warriors let fly a javelin from his hana from hds fis4．

  so that it went forth through rthe noble thane of Althelred．）

 Vikihgsの一人が放った槍がByrhtnothを突き刺す場面である。この部

分にはof handaとげ力1〃z伽が並置されて用いられている。これも広嚢の

句のvariati・nの手法と考えられる。先ず・f handa「手から」． ﾆ視覚的に

大きなアングルを定めて，'更にoffolman「掌から」と小さな部分へと詩人

は記述を進めていったのであろう。（11）ここでのfolmの意義はpalmであ

り，握りしめた「手」すなわちfistである。

＠ ' ' sibbe ne wolde
  wi6 manna'hWone mee'genes Deniga，

  feorhbealo feorran， fea pingian，

  ne Peer neenig witena wenan porfte

  beorhtre bote to banan folmum；

（Beowulf I S4b-158）

（He wanted no peace with any of the men of the Danish host， would

not withdraw his deadly rancor， or pay compensation： no counselor

there had any reason to expect splendid repayment at the ha加ds of，

the slayer．）・（D）

 怪物グレンデルの殺人者としてのfolmである。こ㊧「手」はBeowulf 11．

12・一123・のくだりにみられる．よう1こフ・．スガー・レ王の部下30人の寝込を

襲い掴みとったのである。
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＠ Duru sona onarn
  fyrbendum feest， syp6an he hire folmum （Eethr）an；

  onbra｝d pa bealohydig， 6a （he ge）bolgen wais，

  recedes mupan． （Beowulf 721b-724a）

  （Quickly the door gave way， fastened with fire-forged ba．nds， when

  he to'uched it with his hands） （D）

 グレンデルがH：eorotの館の鉄でとめられた頑丈な扉に触れたらそれは

ひとたまりもなく開いた場面である。怪力の「手」である。

＠ For6 near a2tstop，
  nam pa mid handa higelpih t igne

  rinc on raDste， （Beow“ulf 745b-748a） ．

  （He stepped closer， then felt with his arm for the brave-hearted man

  on the bed， reached out towards him， the foe with his han¢）（D）

 ⑳では人間に対してhandとfolmの両三が使われていたが，ここでは怪

物グレジデルに用v．・られている。⑥で述づたようにグレンデルを擬人化し

てhandを前半で使い，後半で怪物の凄み，揮狸さ劇醸しだすたあに力伽

を使ったとも考えられないこ・ともない。しかしそれはMaldon．の用法のす

べて（⑳，⑳，⑫）で人の「掌」に対してf・lmを使い，更に創作年代の

古いBeo wulfの中にも⑳，⑱でみるように人の「掌」に対して使われてい

るので，folmも入以外の動物にも人にも痢いられたと解釈する他ない。た

だし弼祝に⑳でhandと併用された場合と同様handより相対的に小さ

な部分が意識されていると解される。

＠ Hream wear6 in Heorote； heo under heolfre genam

 ' cupe folm； cearu vLrEbs geniwod，

  geworden in wicun． （Beowulf 1302-1304a）

  （Outcry arose in Heorot； 'she （Grendel's mother） had taken， in its

  gore， the famed hana） （C）
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 妖女がヘオロートに残された息子グレンデルのfolmを奪い返していく

場面である。この場合のfolmは＠・に示したよ．うにグレンデルのarm and

shoulderの部分を含めたものとしての「手」と思われる。

＠ Hweepere he his folme forlet
   to lifwrape last weardian， x-

   earm ond eaxle， no pa）r eenige swa peah

   feasceaft guma frofre gebohte；

                           （Beo wulf 970b-973）

   （However， he left us a visitor's token， a handl lifeTprotector， the zvhole

    arm and sho ulder．） （C）

  この部分の‘folme…earm ond eax1e'は⑥の‘hand…earm ond eaxle'と

同様にvariati・nの手法を使っている。

・＠ Ne pEet se agleeca yldan pohte，

ac he gefeng hra6e forman sibe 一 '

sleependne rincs， slat unwear' 獅浮香C

bat banlocan， ” blod edrum branc，

synsneedum swealh； sona heefde

unlyfigendes eal gefeprmod，

fet 'ond folma． C lfoewulf 739-745a）

（Nor did the monster think long to delay；' ．he lunged the'next

moment， seized a warribr， gutted him sleepingrripped him apart-

bit into muscles， swilled blood from veins， tore off gobbets， in hardly

a moment had eaten him up， all of the dead'man， even hands and

feet） （C）

  グレンデルが眠っているフロスガールの部下の一人を引き裂き，その死
                                                            N

体の足と手の部分すべてを食い尽す場面である。‘fet ond fulma'は文脈

がらして1egs and armsと解すべきであろうが，．原義はやはりfeet and

handsで足（くるぶしから下の部分）と高く手首から指の部分）であろう。
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＠ Pa wees haten hrepe Heort innanweard

  folmum gefreetwod； fela peera wEes，

  wera ond wifa， pe peet winreced，

  gestsele gyredon． （Boewulf991・一994a）

  （Then was it ordered that Heorot be within quickly adorned by

  hands．） （D）

 グレンデル退治の功を称えてベオウルフを迎えるためヘオロートの館を

装飾準備する場面である。装飾をするfolmは小手先め器用な「手」を意

味しよう。従ってここでも「手」の小さな部分と解してよいであろう。

〔IV〕結 諭

 本稿ではBeo eσulf及びThe．Battle of，Maldonの2篇の古英詩に現われる

han¢mun4 folmの用例総数52ξ）すべてを検討し，そのうち30例を本文及

び注に挙げた。2作品という限られた資料の範囲内ではあるが，「手」を一

表す同義語3語について次のようなことが判明した。

 （1）詩語であるとされるmun4 folmにはhandにみられるようなfigur-

   ativeな用法は二作品にはみあたらず，いずれも身体機i能としての

   「手」を表現する用法のみである。（12）

 （2）他の古英語文献のすべてを調査してみないと断言はできないが，両

   詩における限り同義語とされる3語の身体部位としての意味領域を

   比較するとhand folve mundの順で狭くなると考えられる。身体部

   位としての0．EのhandはMod． Eのhandのように必ずしも

   「手首から指先までの部分」を指すとは限らず，時にarm， shoulder

   の部分を漠然と含む表現として用いられている。folmはhandと同

   部位を示す語として用いられることもあるが，handと併用された場

   合には指し示す部分がhandより小さい含意が感じられる。 fo／lmと

   mundを比較すると手の「掌」という観点からすると同一めようで

   あるが，mundは身体部位として「掌」の意よりも「握力」に重点

   が置かれた用法カミ多い。また〃z観4にはfolmのようにhandに相
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  興するような大きな部分としての「手」の意義は感じられない。

（3）hand， folmは人にも動物の「手」にも用いられるが， mundにはそ

  の用法はない。

（4）一番意味領域1が広くmodern reflexを持つhandは両英雄詩にお

  いては換喩的に武力または武人のシンボルとして用いられているが，

  このような用法はfolm， mundにはみあたらない。

 最後に同義語と頭韻の関係について一言ふれてみたい。古英詩詩作技法

上alliterationの果す役割の重要性はいうまでもないことである。本稿で

検討したhan4彫π嘱ノb1〃zについても，ほとんどが各々の詩行において頭

韻を踏ませて使われている。それでは果して当時の詩人はこれら「手」の

同義語3語をそれぞれ多少の語義の違いやニュアンスが違っても，頭韻上

の制約から頭音が他の語と合致するものを選んで使ったのであろうか。私

見では，これら3語が用いられている文脈から考えて，当時の詩人が細か

い語義の差を無視して適宜頭韻上の制約のためいずれかの語を用いたので

はないと考える。むしろ詩人は類い稀なる創作能力を駆使して3語の持つ

内包的な意味と頭韻上の制約を十分に計算しつくして各重患を創作して

，いったと思われる・詩とは・特に口説性が云嬉れるB・・愚なξにおし'

ては詩を聴く人々が共通に抱く語の響き，イメージが髪魅する語を入念に

精選して作りあげられたものであると考えたい。

（表1） （3語の頻度数）

      語彙

?i名
hand mund folm 計

Beowulf 31 5 7 43

Maldon 6 0 3 9

計 37 5 10 52

一

（表2）（3語の意義領域別リスト）

 hand， mund，ノ「olmの3語を明確に意義領域別に分類することはお互いに重なる部
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  分もかなりあるので，非常に難しいが，本リストでは52の用例を調べてみて特徴ず

． けられる傾向がみられるものでそれらを示すことにする。（B．M．はそれぞれdn一

、 evulf， The ，Elattle of Maldonを指す。また数字は各詩の詩中数を示す。）

    同義語

?ﾚ
hand nユund folm 計

     ｝     1手身体部位i

M149， B746，

a1520， B2575
4

1

としてのi……

手  i M7， B495， B1290， M21， M108， M105，

i B1443， B1678， B1983， B745， B992

1
掌
i

B2216， B2405， 17

： B2720， B2840，

i
；

B3023， B3124
，

握力，筋力と

ｵての手
M14， B540

B236， B514，

a1461， B3022， 7

B3091

人以外に用い
轤黷骼

B746，B834， B927，；

a983， B2099

B158， B722，

a970， B1303， 10

B74＄

武力，武士の M14， M141， B558，

シンボルとし B814， B2137， B2509， 8

ての手 B2684， B2697

人，側，手中， M112， B656，

権力としての B686， B1343， 6

手 B2208， B2488

計 37 5 10 52

（注）

① The・Llattle ・f・MaldOnの現代英語訳はすべてRK・G・・d・n訳．“Everyman's

  Library”pp．329-334を使用した。下線部は筆者。

②騎兵隊でなく歩兵戦で敵と交戦する理由についてD．G． Scraggは次のよう

  に説明している。“The command to（irive away the horses here may have

  been to prevent the Vikings from capturing them， as一 the Anglq-Saxon

  Chrbnicles implies in 994， 999 and 1010．” The Battle of Maldon， edited by

（ 185 ）



古英語英雄叙事詩におけるhand考察

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

D． G． Scragg， 1981， Manchester University Press． p． 68．

Beo wulfの現代英語訳についてはE． T． Donaldson訳とH． D． Chickering， Jr

訳を使用した。それぞれ訳文のあとに（D）．（C）と明記した。下線部筆者。

Donaldson， E． Talbot， Beowulf， A New Prose Translation．

W． W． Norton， New York． 1966． ．

Chickering， Jr． H． D． Beowulf， A Dual LangUage Edition'， Anchor Press．／

D6ubleday， 1977．

グレンデルや妖女が擬人化されている好例e＊ Beo wulf 1545-1547a，2137，2140a

などにみられる。

グレンデルの「手」に対してhandが用いられている例はBeo wulf 747，834，

'927，983，2099の5例である。またノ「olmが用いられている例はBeowulf 158，

722，748，970，1303の5例である6

敵を殺した証として「手」．ではなく「首」を用いている場面もBeowulfには

みられる。しかし「首」を用いた記述には「手」を用いた場合程の迫力感は'．

感じられない。

“Ne nom he in i peem wicum， Weder-Geata leod，

ma6meehta ma， l peh he peer monige geseah，

buton pone hafelan prid lpa hilt somod
  '
since fage； （Beo wulf 1612一'1615a）

（The man of the Weders took nothing more from the dark gift-hall， despite

heaped treasure， except that head and the hilt，jewelbright） （C） '

‘earm ond eaxle'などのCoordinated Words Used As Variation In Beowulf

については拙論参照，r英米文学研究』第18号，梅光女学院大学英米研究会，

1983． pp． 141-163．

フPスガール王の高官で勇者であるさすがのウンベルスも怪物グレンデルリ．

handを見て沈黙してしまう場面がある。    ・

' Pa wees swigra secg， sunu Ec（g） lafes，

on gylpspreece gu6 geweorca，

'sip6an evpelingas eorles craefte

ofer heanne hrof hand sceawedon s

feondes fingras； （Beo wutf 980-984a）

（Unferth， Ecglaes son， was then more silent， had no more taunts about valor

in combat once all the nobles had looked at that hand， the gigantic fingers，

high on the roof through 一the young earlrs strength） （C）

ベオウルフが湖底で妖女と闘う場面（1．1534a）ではべオウルフは自らの力，

手の握力を信じた。strenge getruwode，伽η迦吻εmおgenes．〔Bea wutf 1 533b-

1534a）
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⑩ Mod． Eにもhandを人の意で使う例はある。0・E・D・hand 7・In reference to

  the person who does something with his hands ； hence'denoting the person

  in relation to his action， （b） spec． ln reference to an artist， musician， wiriter，

  actor， etc． as the performer of some work ； hence sometimes used to denote

  the person himself， ．
⑪厨川文夫訳（厨川文夫著作集．上P．262．）ではこの部分を次の様に訳出して

  いる。「時に〔敵〕の武士の一人は手より，掌より槍を飛ばしめぬ。」（下線．

  部筆者）また同様の句はMaldOn 7にもみられる。“he let him pe of handbn

  leoff n）e fleogan hafoc wi61pees holtes （Maldon 7-8a） （Then he let the loved

  hawk fly加彿乃廊hdndS to the wood．）

⑫Beo wuli MaldO・nの両三にはmundの比喩的用法はみあたらないが〔IV〕

  mund考察の冒頭に示したようにBosworth-TollerのAn Anglo-Saxon Diq-

  tionaryの．mundの項にはprotection， guardian（ship）などの意義もある。

  これらの比喩的意味も元来は「手」でしっかり握る」ことから派生したと考

  えられる。
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